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三重県津市におけるＣＳＦ（豚熱）
発生に係る災害派遣

災害
派遣

４
月
上
旬
、
中
部
方
面
隊
管
区
内
の
各
駐
屯
地
に
お
い
て
、

一
般
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
入
隊
式
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
と
同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
で
の
入

隊
式
と
な
り
、
感
染
予
防
に
留
意
し
つ
つ
粛
々
と
各
地
で
入

隊
式
が
行
わ
れ
た
。

総
勢
約
２
，
４
０
０
名
の
入
隊
者
は
、
新
し
い
制
服
に
袖

を
通
し
、
入
隊
申
告
及
び
服
務
の
宣
誓
等
を
堂
々
と
行
い
、

自
衛
官
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

令
和
３
年
４
月
14
日
（
水
）
、
三
重

県
津
市
に
所
在
す
る
養
豚
場
で
豚
熱

（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
が
発
生
し
、
三
重
県
知
事

か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
第

10
師
団
（
師
団
長

中
野
陸
将
）
隷
下

の
第
33
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

向
田

１
佐
）
が
派
遣
さ
れ
た
。
本
災
害
派
遣

で
は
豚
舎
内
に
お
け
る
豚
の
追
い
込
み

作
業
や
殺
処
分
し
た
豚
の
運
び
出
し
等

を
実
施
し
、
４
月
17
日
（
土
）
撤
収
要

請
に
基
づ
き
災
害
派
遣
を
終
了
し
た
。

中部方面隊に約２，４００名が入隊

搬送準備

作業現場への前進 作業後の消毒

大津駐屯地日本原駐屯地

信太山駐屯地 松山駐屯地



（２）

第３師団
バトラ戦闘訓練

令
和
３
年
１
月
、
第
３

師
団
（
師
団
長

山
根
陸

将
）
は
大
阪
府
か
ら
の
依

頼
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
宿
泊

療
養
施
設
に
お
い
て
、
感

染
防
止
等
の
教
育
支
援
を

実
施
し
た
。

教
育
支
援
内
容
は
、
タ

イ
ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
等
の
着

脱
要
領
や
消
毒
要
領
等
に

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
関

係
職
員
の
知
識
や
対
応
能

力
の
向
上
に
寄
与
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

教
育
支
援
は
昨
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
お
り
、
地
元
と

の
信
頼
を
更
に
深
め
る
た

め
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

方面隊統制演習場春季整備

新型コロナウイルス
教育支援

第
３
師
団
（
師
団
長

山
根
陸

将
）
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

（
木
）
か
ら
15
日
（
木
）
ま
で
の

間
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
第
１
回
師
団
統
裁
バ

ト
ラ
戦
闘
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
バ
ト
ラ
（※

）
と

呼
ば
れ
る
装
置
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、
中
隊
が
攻
撃
と
防
御
に
分

か
れ
、
対
抗
方
式
に
よ
る
リ
ア
ル

な
環
境
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

参
加
し
た
部
隊
は
、
こ
の
実
践
的

な
訓
練
に
よ
り
、
更
な
る
練
度
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

２０２１年４月号（５月２１日発刊） 中部方面隊広報紙

※

バ
ト
ラ

実
弾
の
代
わ
り
に
レ
ー
ザ
ー

光
線
を
使
用
し
、
実
戦
に
努
め

て
近
似
し
た
交
戦
状
況
を
模
擬

で
き
る
装
置

周囲を警戒する隊員

スライドにより教育を行う隊員

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
４
月
15
日
（
木
）
か
ら
27

日
（
火
）
ま
で
の
間
、
第
３
師
団
長
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
及
び
第

13
旅
団
長
（
旅
団
長

兒
玉
陸
将
補
）
を
担
任
官
と
し
、
あ
い
ば
野
演

習
場
及
び
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
約
３
，
１
０
０
名
が
参
加
す
る

「
令
和
３
年
度
方
面
隊
統
制
演
習
場
春
季
整
備
」
を
実
施
し
た
。

総
監
は
、
演
習
場
整
備
の
状
況
を
現
地
視
察
し
、
使
用
者
視
点
に
基

づ
い
た
整
備
が
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

方面総監による現場指導（日本原）

疎林化に伴う伐採（あいば野） 伐採木を積載する隊員（日本原）

上古賀南道暗渠の新設（あいば野）



（３）

〈中部方面隊〉
公式

ホームページ

飛鳥休刊のお知らせ

中
部
方
面
総
監
（
野
澤
陸
将
）
は
４
月
７
日
（
水
）
８
日
（
木
）
及
び
21
日
（
水
）

に
松
山
駐
屯
地
、
高
知
駐
屯
地
及
び
今
津
駐
屯
地
の
部
隊
視
察
を
行
っ
た
。

中
部
方
面
総
監
は
、
各
駐
屯
地
等
に
お
い
て
装
備
品
視
察
や
部
隊
長
と
の
懇
談
、
隊

内
巡
視
等
を
通
じ
て
現
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
訓
話
に
よ
り
統
率
方
針
及
び
要
望

事
項
を
周
知
し
た
。

中部方面総監 部隊視察

中
部
方
面
通
信
群
（
群
長

一
戸
１
佐
）
は
、
４
月
13
日

（
火
）
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お

い
て
、
宝
塚
音
楽
学
校
に
入

学
す
る
第
１
０
９
期
生
40
人

の
予
科
生
（※

）
に
対
す
る

生
活
体
験
を
支
援
し
た
。

予
科
生
は
、
基
本
教
練
を

通
じ
て
、
号
令
に
基
づ
く
節

度
あ
る
動
作
を
身
に
つ
け
て

訓
練
を
終
了
し
た
。

宝塚音楽学校
生活体験支援

〈中部方面隊〉
You Tube
チャンネル

２０２１年４月号（５月２１日発刊） 中部方面隊広報紙

飛鳥５月号、６月号は休刊します。

装備品視察（松山駐屯地）

部隊長との懇談（高知駐屯地）

装備品視察（今津駐屯地）

※

予
科
生

宝
塚
音
楽
学
校
は
２

年
制
の
学
校
。
１
年
生

は
予
科
生
、
２
年
生
は

本
科
生
と
い
う
。

基本教練を演練する予科生

中部方面隊では中方YouTubeチャンネルにおいて
動画を配信中です。「ダーツの旅」シリーズや「現
役自衛官 命がけの掃除」や「最強のはたらくクル
マ」等を公開中です。
まだご覧になっていない方は、是非ご覧下さい❕

飛鳥が休刊となる期間も動画の更新は続きますの
で引き続き中方YouTubeチャンネルをよろしくお願
いします！

飛鳥は時代の流れに対応するため、リニューアル
を検討します。
そのため、５月号、６月号については休刊させて

いただきます。
リニューアル版の飛鳥は７月号（８月上旬頃発

刊）から再開予定です。

「はたらくくるま」より



関
西
補
給
処
桂
支
処
は
、
京
都
市
に
所
在
す
る
唯
一

の
駐
屯
地
で
す
が
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
家
族
支
援
施
策
に
関
す
る

関
係
部
外
団
体
と
の
連
携
が
難
し
い
状
況
で
す
。
こ
の

た
め
、
今
回
の
投
稿
は
過
去
に
良
好
で
あ
っ
た
施
策
及

び
今
年
度
実
施
し
た
留
守
家
族
名
簿
ツ
ー
ル
の
整
備
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

当
駐
屯
地
は
、
平
成
27
年
か
ら
関
係
部
外
団
体
と
の

連
携
を
開
始
し
、
駐
屯
地
記
念
日
等
の
行
事
を
通
じ
て

段
階
的
に
関
係
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
実
績
と
し
て
は
、
平
成
29
年
５
月
の
京
都
府

家
族
会
と
京
都
府
隊
友
会
及
び
京
都
府
内
の
４
コ
駐
屯

地
（
桂
、
宇
治
、
大
久
保
、
福
知
山
）
に
よ
る
合
同
会

合
、
同
年
６
月
の
京
都
市
７
地
区
会
長
の
南
海
レ
ス

キ
ュ
ー
訓
練
研
修
、
平
成
30
年
４
月
の
桂
駐
屯
地
桜
並

木
公
開
に
お
け
る
隊
員
家
族
と
家
族
会
の
顔
合
わ
せ
、

令
和
元
年
５
月
の
家
族
会
主
催
に
よ
る
ジ
ビ
エ
料
理
を

囲
ん
で
の
厚
生
班
員
と
隊
員
家
族
と
の
交
流
が
あ
り
ま

し
た
。

昨
年
度
は
、
留
守
家
族
名
簿
の
整
備
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
留
守
家
族
名
簿
上
で
の
支
援
要
望
と
隊
員
家
族

の
実
際
の
支
援
要
望
と
に
差
異
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
各
部
隊
長
指
導
の
も
と
、
留
守

家
族
名
簿
に
お
け
る
支
援
要
望
の
確
認
・
修
正
を
実
施

し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
昨
年
度
の
留
守
家
族
名
簿
の
整
備
を

基
に
家
族
会
等
関
係
部
外
団
体
へ
最
新
の
情
報
を
提
供

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
図

り
つ
つ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
顔
合
わ
せ
、
実
動
訓
練
等
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第５３回）

関
西
補
給
処
桂
支
処

第３戦車大隊
最先任上級曹長
（今津駐屯地）

准陸尉
掛橋 健

（４）

ＣＳＭの提言

地本のチカラ
（連載第２４回：福井地本）

各
部
隊
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
に
し
て
隊
員
を
育
成
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
日
々
苦
労
し
な
が
ら
指
導
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

今
津
駐
屯
地
で
は
、
敬
礼
の
不
履
行
、
服
装
の
乱
れ
等
の
問

題
認
識
か
ら
、
令
和
２
年
３
月
よ
り
各
部
隊
の
最
先
任
上
級
曹

長
等
で
会
同
を
開
き
、
服
務
に
関
し
て
、
現
状
、
在
る
べ
き
姿

及
び
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
駐
屯
地
の
躾

事
項
（
ル
ー
ル
）
を
作
成
し
て
令
和
３
年
４
月
か
ら
規
則
化
し

ま
し
た
。
今
津
駐
屯
地
で
は
他
師
団
隷
下
部
隊
及
び
方
面
隊
直

轄
部
隊
等
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
系
統
ご
と
に

決
ま
り
事
が
あ
り
ま
す
が
、
本
規
則
に
よ
り
「
与
え
ら
れ
た
任

務
」
を
達
成
す
る
た
め
、
服
務
の
本
旨
に
立
ち
返
り
、
同
じ
認

識
の
も
と
で
躾
（
ル
ー
ル
）
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
駐
屯

地
内
で
一
貫
性
あ
る
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

躾
と
い
う
漢
字
は
「
身
」
と
「
美
」
か
ら
成
り
、
「
身
だ
し

な
み
や
、
身
の
回
り
を
美
し
く
す
る
。
」
と
解
釈
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
外
見
を
改
め
る
前
に
、
ま
ず
は
内
面
を
改
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
何
事
に
も
目
的
が
あ
り
、
そ
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
統
制
」
だ
か
ら
、
「
前
か
ら
や
っ
て
る
」
か
ら
で
は
な
く
、

時
間
を
守
る
、
挨
拶
や
敬
礼
、
整
理
整
頓
な
ど
躾
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
理
解
で
き
な
い
隊
員
に
は
、
声
を

か
け
、
や
っ
て
見
せ
て
気
付
か
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ら
の
躾
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
点
検
や
注
意
を
せ

ず
と
も
躾
事
項
を
守
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
り
、
皆
が
同
じ

方
向
を
向
い
て
任
務
に
邁
進
で
き
る
部
隊
の
伝
統
が
定
着
す
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

第
３
戦
車
大
隊
は
、
令
和
３
年
度
で
創
隊
59
周
年
、
今
津
駐

屯
地
は
69
周
年
を
迎
え
、
節
目
の
年
を
目
前
に
控
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
部
隊
の
良
き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
内

面
か
ら
誇
れ
る
隊
員
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２０２１年４月号（５月２１日発刊） 中部方面隊広報紙

商業施設内の広報ブース

家族会主催のジビエ料理を囲ん
での交流の様子（令和元年５月）

家族会との顔合わせの様子
（令和元年５月）

福
井
地
本
（
本
部
長

１
等
海
佐

東

良
子
）
は
、
陸
上
自

衛
隊
の
鯖
江
駐
屯
地
及
び
金
沢
駐
屯
地
（
石
川
県
）
、
海
上
自
衛

隊
の
舞
鶴
基
地
（
京
都
府
）
、
航
空
自
衛
隊
の
小
松
基
地
（
石
川

県
）
を
は
じ
め
、
関
西
圏
及
び
中
京
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で

あ
る
地
理
的
特
性
を
活
か
し
、
各
部
隊
の
協
力
の
も
と
積
極
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
令
和
２
年
度
は
従
来
行
っ

て
き
た
艦
艇
の
一
般
公
開
や
航
空
祭
に
合
わ
せ
た
基
地
見
学
等
の

人
気
が
あ
り
、
多
く
の
方
々
が

来
場
さ
れ
る
各
種
広
報
活
動
を

行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

密
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
環
境
下
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
こ
れ
に
対
応
で
き
る
重
要
な

情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
す
。
し
か

し
、
０
と
１
の
世
界
を
挟
ん
だ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で

は
「
白
」
か
「
黒
」
か
、
と

い
っ
た
こ
と
は
解
っ
て
も
、

「
灰
色
」
の
よ
う
に
行
間
を
埋

め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
た
、
感
染
防
止
対
策
を
取

り
つ
つ
対
面
で
の
各
種
広
報
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
募

集
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
の
み
な
ら
ず
、
防
衛
省
・
自
衛
隊

に
対
す
る
具
体
的
な
ご
意
見
を
拝
聴
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
福
井
地
本
は
、
令
和
５
年
度
に
計
画
さ

れ
て
い
る
福
井
募
集
案
内
所
移
転
に
伴
い
、
廃
止
さ
れ

る
広
報
セ
ン
タ
ー
の
代
替
と
し
て
、
常
続
的
な
広
報

ブ
ー
ス
の
確
保
と
展
示
を
試
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
福
井
県
最
大
の
商
業
施
設
の
目
抜
き

通
り
に
広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
平
日
は
気
軽
に
各
種

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
休
日
は
当

該
ブ
ー
ス
に
て
地
本
員
に
よ
る
各
種
広
報
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
に
よ
り
、
募
集
対
象
者

の
み
な
ら
ず
幅
広
い
年
代
に
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
情
報

を
発
信
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
な
か
な
か
終
息

し
な
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
福
井
地
本
は
地
域

と
自
衛
隊
の
掛
け
橋
と
し
て
全
部
員
が
一
丸
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
も
任
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。


